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あらまし  近年，記憶容量の増大に伴い大量の映像資源を蓄積し，利用することが可能になり，それら映像資源

の効率的な利用のための技術が求められている．我々は特に，ニュース映像のトピック構造解析に注目している．

従来，トピック構造の解析は一般にテキスト情報のみによる手法が用いられているが，テキストに現れないトピッ

ク間の関連が存在する可能性は高い．そこでテキスト情報に加えてニュース映像中に出現する同一映像区間を手が

かりとする．この際に問題となるのは，関連するストーリを対応付ける際に重要ではない映像の存在である．本研

究では，同一映像区間の分布情報を利用して関連性の強さに応じた重み付けを行う手法を提案し，テキスト情報の

みによる手法と比較することで同一映像区間を出現パターンによって使い分けることの有効性を示した． 
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Abstract  Recently, video resources are accumulated and used in large quantities by the growth of memory. Technologies 
for efficient utilization of these video resources are needed. Especially, we focus on analyzing topic structure of a news video. 
Currently, text information is generally used for the analysis of topic structure, however, relation which do not appear in the 
text among topics exist. In this paper, we make use of near-duplicate video segment in addition to text information in news 
video for this task. In this case, the existence of videos which is not important to connect the news stories is a problem. In 
order to handle such cases, we put weight to near-duplicate video segments according to the strength of relation by their 
temporal distribution. The method is compared with a method which uses only text information, to demonstrate the 
effectiveness to make use of near-duplicate video segments based on the pattern of its distribution. 
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1. はじめに  
1.1. 背景と目的  

近年，情報通信技術の進歩により大量の映像が放送

されるようになっている．また，記憶容量の増大に伴

い，膨大な量の映像資源を蓄積し利用することが可能

になっている．よって，それら映像資源の効率的な利

用のために，映像の理解，検索，要約などの技術が求

められている．その中で，映像が持つ意味構造を解析

する研究に注目が集まっている．  

映像にはスポーツ，ドラマ，CM などのさまざまな

ジャンルがあるが，本研究では，特に検索や再利用の

価値が高いと考えられるニュース映像に着目する．ニ

ュース映像において，話題追跡やトピック構造の解析

は，ある話題に関するニュースの検索や要約映像の生

成などの効率的な利用に非常に有効であると考えられ

る．従来研究ではニュース映像の話題追跡や構造の解

析には，テキスト情報を用いるのが一般的である [2]
が，テキストに現れないようなニュースストーリ間の

 



関連が存在する可能性は十分にある．  
そこで，本研究では，テキスト情報とともに画像情

報の利用を考える．関連のあるニュースストーリ間で

は，特定の映像を繰り返して利用することがある．つ  
まり，ニュース映像の中に同一の映像区間が存在する

場合，その区間が属するニュースストーリ間には意味

的な関連がある可能性が高い．  
よって，本研究では画像情報を利用することでテキ

スト情報を補完して新たな関連を発見し，ニュース映

像のトピック構造を解析することを目的とする．  

1.2. 用語の整理  
本研究に関連する用語を整理する．  
一般に映像は以下の階層的構造により構成される． 

 フレーム：映像を構成する静止画像  
 ショット：画像的に連続しているフレーム群  
 シーン：意味的に連続しているショット群  

一方，ニュース映像固有の概念 1 には以下のような

ものがある．  
 イベント：ある日ある場所で起こった出来事  
 ストーリ：あるニュース映像中で一つのイベン

トを扱っている単位  
 トピック：直接的に関連のある複数のイベント

を扱っている一連のストーリ群  

2. 関連研究  
ニュース映像のトピック構造解析に関する研究は，

テキスト情報に基づく手法が一般的であった．しかし，

最近では画像情報を用いた研究が増加してきている．

小川らはテキスト情報だけでは困難な，多言語ニュー

ス映像間の同一ニュースイベントの検索を，映像間に

出現する同一映像区間を手がかりにした [3]．Wu らは，

映像のキーフレームに対してクラスタリングを行うこ

とで類似しているフレームを抽出し，それを手がかり

にトピック構造の解析を行う手法を提案した [4]．
Duygulu らは，類似したキーフレーム中の出現するロ

ゴ情報や同一映像区間が，ストーリが同一のトピック

に属するかどうかを判定するのに有効であることを検

証した [5]．これらの手法は，後で詳しく述べるように

強い意味的関連性を示さない映像の存在を考慮してい

ないという問題点がある．  

3. 同一映像区間を手がかりとしたトピック構

造解析  
3.1. ストーリ分割  

はじめにニュース映像をストーリごとに分割する．

本研究では井手らの手法 [2]を用いてストーリ分割を

行った．処理の大まかな流れは以下のようである．  

                                                                 
1  米国NIST が実施したTDT(Topic Detection 
 and Tracking) ワークショップにおける定義  

1. 映像に付随するテキスト各文ごとに名詞列を抽出  
2. 文の境界を基準として前後 w 文を各々結合したキ

ーワードベクトル間の類似度を求める  

3. w を一定の範囲内で変化させたときの類似度の最大

値があるしきい値 以下の時にその境界をストー

リの境界とする  
segθ

3.2. 同一映像区間の検出  
次に，ニュース映像中に出現する全ての同一映像区

間を検出する．本研究では野田らの手法 [1]を用いて同

一映像区間の検出を行った．この手法は時間方向と空

間方向の 2 段階次元圧縮を行うことによって単純な照

合と比べて 1000 倍以上に検出を高速化することに成

功している．  

3.3. 同一映像区間に基づく関連性評価  
3.2 節で検出された同一映像区間を手がかりとして

ストーリ間の関連性を評価する．この際，どのような

同一映像区間も同等に扱えないという問題点が挙げら

れる．例えば，図 1 のような特定の機能を持つ建物な

どの資料映像は一般的にその機能と関連して長期間に

わたって利用される傾向があり，ストーリ間の直接の

関連を示すとは限らない．一方で，図 2 のような事件・

事故が起きた瞬間の映像 (以下事件映像 )などは，短期

間に集中して利用される傾向があり，ストーリ間の直

接の関連を示している可能性が高い．  

  そこで本研究では同一映像区間の分布状況に着目す

る．山岸らは，同一映像区間の分布状況を閲覧するブ

ラウザの実装を行った [6]．  

先に述べた傾向を示す特徴として同一映像区間対

i,j に対して出現密度 を (1)式のように定義する．  jid ,

ある期間の日数

るストーリ数と同一の映像が出現すある期間で jid ji
,

, =  (1) 

ここである期間は同一映像区間対 i,j のうち時系列的

に遅いほうからさかのぼって i,j と同一の映像が最初

に出現するまでとする．これは，事故等の映像は最初

に出現した直後に集中して利用されることを考慮し

ている．また，同一映像区間対に出現密度を定義した

のは，同じ映像でも出現時期によって重要度が異なる

ためである．  
出現密度の求め方の例を図 3 に示す．  

図 1 資料映像の例  図 2 事件映像の例  
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せ，3 人以上が関連有と評価したものを対応付けの正
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図 3 出現密度の求め方の
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スト情報に基づく関連性評価  
キスト情報に基づく関連性評価は，井手らの

用いた．この手法は文字放送字幕テキストか

ーリごとに名詞ベクトルを抽出し，抽出され

ルのコサイン距離を類似度としている．  

リ間の対応付け 
求めた同一映像区間に基づく類似度と 3.4 節

テキスト情報に基づく類似度を組み合わせる

連のあるストーリ間の対応付けを行う．  
では，以下の 2 つの条件を満たす場合に 2 つ

リ間に関連があるとして対応付ける．  

 (3) 1), θ≥l
 (4) 2),()1(),( θ≥−+ lkRwlk texte

クスレッド構造の構築  
ックスレッド」とは，時系列順に連鎖してい

ストーリのことであり，複数にトピックスレ

み合わさったものをトピックスレッド構造と

究では，井手らの手法 [2]を用いてトピック

構造の構築を行った．  

果と考察  
方法  
5 月から 2003 年 7 月に実際に放送された

ュース番組 News7 に対してストーリ間の対

トピックスレッド構造の構築を行った．スト

対応付けの際は検出された同一映像区間のう

正解と判断したもののみを利用した．  
用いたパラメータを以下に示す．  

ト情報のみのしきい値  1.01 =θ
け和のしきい値  2.02 =θ
わせる際の比率を示すパラメータ 5.0=w  

法として従来手法であるテキスト情報のみ

法でも同様の実験を行った．  
評価のための被験者実験を行った．  
実験では同一映像区間が存在する 45 組のニ

トーリに対して以下の手順で実験を行った．  
映像区間を提示  

解とした．  

4.2. 実験結果  
 被験者に評価させた 45 組のニュースストーリに対

して，提案手法と従来手法による対応付けの結果を表

1 に示す．  
表 1 ストーリ間対応付けの実験結果  

 提案手法  従来手法  

適合率 90% (35/39) 89% (17/19)
再現率 95% (35/37) 46% (17/37)

同一映像区間を手がかりとすることで対応付けの

精度が向上したことが確認された．  
次に，出現密度と被験者による評価との関係を図 4

に示す．  
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験者によって関連なしと評価されたストーリ間

在する同一映像区間対は出現密度が低いことが確

れた．  
一映像区間の利用によりトピックスレッド構造

化した例とそのなかに存在した同一映像区間を図

示す．  
こで「ダスキン特別背任事件」と「埼玉県知事長

治資金規制法違反」という 2 つのイベント間には

がある．従来手法ではこの 2 つのイベントはつな

ていない．しかし，同一映像区間を用いることで

のイベントがつながるようになり，提案手法によ

ピックスレッド構造に意味があることが確認され

 

. 考察  
現密度と被験者による評価との関係については，

ありと評価されたストーリ間に存在する同一映像

対の出現密度は一様に分布していた．これは時間

間隔をおいて進行するイベントの存在が原因であ

考えられる．このようなイベントの場合には，資  
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を

し，トピックスレッド構造を構築する手法を提案した． 
また，ストーリ間の関連性を評価する場合に，すべ

ての同一映像区間を同等に扱うのは適切ではないので，

出現密度による重み付けを導入した．  
その結果，出現密度がストーリ間の関連性の強弱を

ある程度示しており，ストーリ間対応付けの精度が向

上することが確認された．  
今後の課題としては以下のような点が挙げられる． 

 重み付けに適した新たな特徴量の検討  
 より大規模なニュース映像への適用  
 画像情報とテキスト情報の新たな連携手法の検討  
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